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V

.徳
川
家
康
が
、
天
正
十
八
年
、
關
東
^

移
封
せ
ら
れ
、
江
戶
R

入
府
し
て
以
來
、
.力
を
城
下
の
開
拓
に
用
ゐ
、
次 

第
に
江
戶
の
地
は
拓
け
始
め
た
。
慶
長
五
年
關
ヶ
原
の
戰
R

勝
利
を
得
、
天
下
は
家
康
の
手
中
^

歸

す
£̂
み

ら

れ

た
 

時
よ
う
後
、
確
實
妃
云
へ
ば
同
八
年
征
夷
大
將
軍
R

補
命
せ
ら
れ
た
時
を
以
て
、
江
戶
は
天
下
の
靳
府
^
し
て
發
展 

の

一

時
期
を
劃
し
た
の
で
あ
る
。
家
康
の
江
戶
に
於
け
る
植
民
的
建
都
運
動
ば
非
常
な
熱
心
の
下
^

行
は
れ
た
。
處 

々
の
丘
陵
を
崩
し
て
海
岸
徂
洳
の
地
、
沼
澤
田
畑
を
埋
め
立
て
武
家
屋
敷
、
町
屋
等
を
建
設
す
る
M

s
に
な
っ
た
。 

町
人
西
姓
の
江
戶
移
住
は
盛
ん
に
獎
勵
^

れ
、
開
拓
3

れ
た
土
地
は
人
々
の
願
に
任
せ
て
夫
々
給
與
せ
ら
れ
た
。
然 

し
乍
ら
、
新
開
の
都
市
で
あ
る
。
武
將
R

V

Jっ
て
は
勝
負
は
時
の
惯
ひ
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
都
府
ど
し
て
の
將
來
發 

屁
の
豫
測
も
画
雛
で
あ
っ
た
ど
思
は
れ
る
.。
町
人
百
姓
の
移
住
者
達
も
最
初
の
程
は
.萬
事
成
可
く
手
輕
に
濟
ま
せ
度 

S

の
が
ニ
般
の
考
ぺ
で
あ
っ
た
ら
う
。
今
日
貴
重
視
す
る
、
否
入
府
よ
6

僅
々
十
數
年
後
^

は
價
値
を
®
め
ら
れ
た

灼
地
丽
の
如
き
も
、1
.此
當
時
は
自
由
に
得
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
希
望
者
が
な
か
0

た
。
S

い
ふ
の
は
、
角
尾
敷
は
櫓
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を
立
て
る
必
荽
が
あ
る
な
ざ
建
築
に
費
用
を
多
分
^

要
す
る
た
め
で
あ
つ
れ
か
ら
で
あ
る
。
其
處
で
角
屋
敷
を
建
っ 

る
事
を
獎
勵
す
る
爲
^

、
百
姓
町
人
^

し
て
角
屋
敷
を
建
て
た
も
の
^

は
、
' 容
易
に
得
雛
き
家
康
R

謁
見
を
賜
ふ
^

い
ふ
特
例
を
3

へ
開
い
た
^

S

ふ
。

:

斯
の
樣
に
自
由
^

所
望
の
地
を
得
ふ
れ
た
慶
長
八
九
年
の
頃
迄
^

は
土
地
.
の
賣
買
な
? '

殆
ざ
行
は
れ
な
か
っ
れ
。

. 

稀
祀
賣
買
3

れ
て
も
、
.
其
の
價
格
は
極
め
て
低
廉
で
ー
ヶ
所
の
屋
敷
が
僅
か
^

ー
兩
ニ
兩
^

過
ぎ
な
か
っ
た
ど
い
ふ
。
 

然
る
に
天
下
が
完
全
^

家
康
の
手
中
^
歸
し
た
慶
長
十
九
年
即
ち
大
阪
冬
の
陣
の
行
は
れ
た
年
に
は
江
戶
の
地
價
は 

全
く
驚
く
ば
か
6

騰
貴
し
て
百
倍
二
百
倍
以
上
、
五
百
兩
以
上
に
達
す
る
も
の
も
あ
っ
た
^

い
ふ
の
は
、
江
戶
市
の 

某
礎
確
實
ど
な
6

、
發
展
の
機
蓮
H

增
し
k

熾W

な
6

、
戶
ロ
增
加
し
今
や
昔
日
の
如
く
自
由
ド
土
地
そ
望
む
乙
ど 

が
出
來
な
く
な
っ
た
爲
で
あ
る
。
，斯
く
て
江
戶
が
全
國
よ
う
の
夥
し
さ
人
の
流
れ
^

よ
'っ
て
一
っ
の
消
費
都
市V

J

し 

て
の
地
位
が
定
ま
る
や
、
商
業
の
繁
昌
は
盛
^

な
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
嘗
つ
て
S 1

宅
た
6

し

も

の?:
改

築

し

て
 

商
家
ど
す
る
も
の
も
少
く
な
い
。
斯
る
際
に
臨
み
屢
ミ
境
界
爭
が
發
生
す
る
に
至
っ
た
所
以
は
、
地
價
の
高
騰
^
よ 

っ
て
土
地
が
貴
重
な
財
産
^

し
て
認
め
ら
れ
る
k

至
っ
た
か
ら
で
、
江
戶
に
於
て
此
の
類
の
繫
爭
を
聞
く
汶
至
っ
た 

こ
^

は
此
の
以
後
の
事
で
あ
る
.0

日
本
橋
は
就
中
商
業
地
帶
ど
し
て
繁
昌
を
極
め
其
の
她
價
の
如
さ
も
他
所
に
比
し
て
勝
れ
て
居
々
、
年
々
騰
貴
し 

て
行
っ
た
。
此
地
は
神
田
よ
6

京
橋
へ
、.
京
橋
よ
う
神
田
へ
^

南
北
往
來
の
罾
«

に
當
る
の
^

、
海
除
の
貨
物
、
旅 

客
の
輻
湊
^

よ
さ
地
利
を
占
め
て
ゐ
た
の
で
、
集
散
通
行
の
-
<夥
し
く
、.：,
其
の
繁
華
雜
沓
は
流
石
^

早
く
よ
$
江
戶 

の
繁
日
日
を
物
語
る
ば
か
6

で
あ
っ
た
:0
土

1

升
金
：一

升v

は
、
江
戶
の
經
濟
的
發
展
_の
徵
候
が
■見
え
た
時
旣
R

人
々

笫
！

一

十

四

卷

2

1

0五)
H

戸
時
代
淺
草
寺
門
前
町
の
.地
傾
の
'變
遷
' 

笫

八

號
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四
三
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三
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:6
.

江
月
時.代
、淺

萆

寺
1
:前
町
の
地
價
の
變
遷 

澈八
！！

一
四
四

に
依
？
て
評
價
さ
れ
た
商
業
地
域
の
土
地
價
璐
で
あ
っ
た
。
本
稿
，で
は
江
カ
市
全
體
の
地
.價
の
變
遷
に
就
：い
：て
は
述 

ベ
な
ぃ
。，：夬
れ
は
資
料
.の
次
缺V

範
圍
の
廣
大
な
ZL
W

、：.
她
利
事
情
の
著
し
ぐ
異
な
る
も
の
あ
る
こ
^

な
ざ
で
、
.其 

の
調
赍
論
述
は
可
成
々
困
雛
で
あ
る
。
尙
谶
多
の
好
資
料
を
蒐
あ
#

て
：幾
分
の
論
述
を
許
は
れ
る
他
U

の
i

^

R

#
 

せ
$

、
：此
處
で
は
.表
題
の
如
く
>

江
戶
^

包
聒
さ
於
介
似
後
の
淺
草
の
、
.
^

れ
も
資
料
め
.關
係
.か
ら
、
大
體
に
於
て 

江
戶
中
期(

享
保
5

以
降
^

於
け
る
、
地
價
の
變
遷
に
よ
る
發
.展
の
跡
を
迎
っ
て
み
る
積
6

で
あ
る
。
最
も
十
|-
|
い
數
字 

ど
し
て
萬
治
年
問
の
も
の
を
有
す
る
.
。
：享
保
以
前
の
，« '

料
も
若
干
' &

る
の
で
|

| 1

失
れ
"

^

仅
就
い
.て
述
べ
朋
治
維 

新

に

及

ぶ

で

あ

ら

ぅ

タ
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江
戶V

J

淺
草
ビ

は
別
箇
に
發
展
し
た
土
地
で
あ
る
0
へ
江
戶
€

l r

ふ
政
治
都
市
が
、
昔
時
の
宗
敎
市
3

し
て
の
淺
草 

の
地
域
を
包
含
し
た
め
は
德
川
時
代
^

な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。：
江
戶
時
代
初
期
^
は
兩
者
發
展
の
特
異
相
が
多
少
認 

め
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
明
曆
以
降
に
は
全
“

紅
戶
の
—
部
ど
し
て
の
淺
草
を
見
ス
^
至
つ
た
の
で
あ
る
マ
淺
草
は
沄
ふ 

迄
も
な
く
®

音
を
中
心
.ど
し
て
、
：.榮
ぇ
て
：來
た
土
地
で
：ぉ
.る

-:
0

鎌
倉
時
代
に
は
*

音
の
信
仰
を
甚
^

し
た
、
武
藏
の 

商
業
文
to

の
中
心
地
帶
ど
ま
で
な
っ
て
.

q

た
ら
し
い
こ
ど
は
吾
妻
鑑
の
文
な
ざ
が
之
を
示
し
ズ

q

る
。
江
戶
時
代
初 

期
^

は
背
時
程
の
®

雛
を
保
っ
て
ゐ
な
办
っ
た
''
°

淺
幕
ぜ
江
戶
發
展
<£

の
交
涉
^

っ
：い
て
.み
る
§
は
不
必
要
で
は
な 

ぃ
が
此
處
^

は
省
略
に
附
し
て
淺
草
^

ー
石
は
れ
る
地
域
を
考
へ
て
み
た
い
o

北
條
時
代
以
前
の
淺
草
の
地
域
は
餘
A
 

.明
確
.で
な
い
。
昔
時
は
淺
草
の
地
>£

觀
音
寺
领
(£

は
略
其
の
地
域
を
等
1>

く
し
て
.
ゐ
：れ
も
の
で
あ
る
ま
い
か
。
口
碑

に
众
る
淺
草
寺
領
の
愈
.圃
を
み
る
，

V」

次
の
.
.：通
み
^

*る
。：：：

人

■

 

■

 

■

 

■

 

■

 

.

.

:

 

•

•'
-

セ
古
は
：4(

文
化
年
中
.：
の

文

な

も

)

'の
淺
草
御
門
の
外
萱
町
今
の
茅
町
'1

T

目
，.

淺̂
草
寺
の
惣
門
あ
々
、
北
は
山
谷 

を
限
6

、
東
は
淺
草
川
よ
ぅ
、.
西
は
今
の
本
願
寺
の
西
な
る
菊
屋
橋
を
限
6

て
領
內
.に
て
あ
6

し
が
世
み
だ
れ
一 

圓
の
曠
野
^

な
^V

て
.、
租
稅
の
利
も
な
か
6

し
故
人
有
て
田
.ま

' こ
さ
^N

/
S

を
乞
へ
ば
寺
僧
之
が
意
^

任
せ
て
、
 

み
^

A
fc
?

其
地
を
割
與
へ
し
か
ば
、
之
をQ

づ
か
ら
後
：は
寺
領
の
外
斧
な
办
し
苳
な
ん
、
今
山
の
宿
に
小
出
家 

,の
屋
し
:&
及
び
九
.品
寺
^

い
ふ
淨
家
の
寺
あ
る
^

て
見
れ
ば
げ
ド
毛
：ど
思
.は
る
。
フ

.

，

-.
: 

i

右
ど
、
' 江
戶
時
代
の
淺
草
の
區
域
、：.——

南

は

淺

草

御

：門

の外
{

北

は

出

谷

及

び

籠

泉

寺

村?:
限

气

東

は
 

後
草
州
は
至
气：

西
は
：卞
谷
を
限
っ
た
^

西
^

凡
十
餘
町
南
北
凡
そ
ニ
十
餘
^

の

地

盤

を

占

め

杧

江

戶

町

割

第

ー

一

.番 

組

：の

夫

れ

谂

を

此

べ

：て

み

，る

今

.
昔
時
の
淺
箪
寺
領
の
廣
大
で
あ
0

た
_

が
窺
は
れ
.る
タ
。
へ-'
,
\
^
^
^
^
^

寺
領
は
元
來
寺
院
.の
經
營
維
持
の
爲
^

須
要
な
財
源
で
あ
0

た

。
#

領
は
榇
々
な
形
態
を
も
0

て
所
有
さ
れ
或
は 

支
_

^

れ
る
土
地
で
あ
る
が
，
：：所
謂
御
朱
印
寺
領
な
'る
.も
の
は
、
權
貴
或
は
慕
府
^

よ

づ

ー

て

與

べ

&

れ
扣
保
®

^

に
寺
院
、か
行
政
的
司
法
的
支
酏
權
を
執
行
じ
又
其
の
土
地
よ
ク
の
收
納
物
を
自
.
a

k
收
め
得
る
性
質
を
も
っ

た
土
地 

の
謂
で

あ
る
。
.
通
常
祖
ヒ
.し
尤
公
署
よ
.ヶ
徵
課
せ
ら
る
べ
き
も
•の
を
寺
に
致
す
^

^
を
許
3

れ
た
も
の
で
あ
る
。
斯 

S

#

領
は
大
概
ね
田
畑
宅
地
山
林
.の
形
態
を
4

っ
て
成
々
其
の
地
.よ
3

の
各
種
の
收
納
は
寺
の
則
源
ど
し
て
取
扱
は 

芩

、
：の
.で
あ
5

>

'

.
■

:
:
: : 

 ̂

■

:

•

ン

：

'

淺
草
寺
の
寺
領
は
、
宙
く
は
多
乂
田
園
の
形
を
も
っ
て
保
有
3

れ
て
ゐ
お
o
,
ff
i

ic

寺
を
中
心
ビ
し
て
都
市
を
成
む 

て
ゐ
た
で
あ
ら
ぅ
時
代
记
は
.

領
內
の
^

等

；
の

土

地
^

4

は
3

地
子
を
收
め
.
て
ゐ
：た

^

思
は
れ

る
:-
°

後
出
の
文
k

，よ 

各
^

地
.子V

は
略
ば
な
か
づ
：た
名
の
の
如
く
で
あ
る
が
定
か
で
な

い
。
.

.

此
の
時
代

^

も
土
地
の
賣
買
は
行
は
れ
たV

第u

十

四

卷
2

三
〇
七
；}

，
江
戶
時
代
淺
草
寺
門
前
町
の
地
.價
の
變
遷 

第八
號ー
四芄



浓
ニ
十
四
卷(

一
三
〇
八〕

江
戶
時
代
淺
革
寺
£:前
町
の
地
慎
の
變
遷 

第

八

號

一

四
六

考
へ
て
差
支
な
か
ら
う
が
镦
す
べ
&

資
料
が
な
い
。
旣
述
せ
る
如
く
江
戶
時
代
直
前
^
は
往
時
代
比
し
て
衰
微
し
て 

ゐ
た
こV

J

で
あ
る
が
、
家
康
の
關
東
入
府
の
前
後
名
且
っ
て
#

展
：の
.勢
：を
呈
し
、；：：

舊
來
.の
田
畑
池
沼
を
埋
立V

、
町 

屋
を
っ
く
る
事
^

日
も
尙
ほ
足
3

ぬ
景
況
を
呈
す
る

k

至
っ
た
。
天
.正
日
5

::「

淺
萆
四
十
®
九
百
文
內
十
八
貫
四 

百
文
町
屋
ど
な
る」

€

あ
る
狀
勢
を
み
る
^

及
ん
で
、
興
び
都
市w

し
て
の
發
展
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
^

至
っ
た
。 

埋
沒
さ
れ
た
田
畑
の
代
办
に
漸
次
^

遠
隔
の
地
^

新
し
い
耕
地
が
拓
け
て
行
っ
た
。

.
： 

」

、
 

爾
來
淺
草
寺
の
寺
領
は
、
田
畑
地
の
.外
^

廣
大
な
町
屋
を
包
含
す
る
.も
の
？
な
っ
.た
。
.

雷
鬥
前
方
の
.駒
形
^

至
る
道
は
並
木
が
繁
っ
て
ゐ
た
^

ミ
ろ
か
ら
並
木
町
の
名
あ
6

^
云
は
れ
て
居
る
。

:
「

並
木
町
は
.も
：ど
淺
草
寺
境
內
入
ロ
：の
.1:
双
；.木
な
6

し
^

、
今
は
町
並
の
：地
ミ
な
れ
'う(

文
政
年
中)

さ
れ
ざ
も
ミ
境
內 

の

地

.な

々

し

ゆ

へ

..愛

に

し

る

す

:0
双
樹
列
樹v

j

も
か
さ
今
は
並
木
町
^

か

け

气
.
駒
形
.堂
の
傍
よ
み
し
て
其
名
を 

唱
ふ
o

此
所
は
奮
く
よ
6

街
道
^
接
し
た
る
她
R

し

て

、
千
住
道
及
近
鄕
の
M

よ
う
北
の
方
風
雷
神
門
迄
往
古
は 

: 

'
松
0

古
木
其
餘
の
雜
木
を
交
へ
た
る
列
樹
あ
6

し
よ
う
名
で
し
、
.長
三
.四
町
許
、
む
か
し
は
双
木
の
間
每
R

腰
掛 

.茶
屋
又
は
槳
子
餅
酒
食
の
商
ひ
見
.世
を
出
し
た
る
由
是
も
慶
長
の
頃
よ
う
他
國
の
も
の
江
：戶
へ
く
ど
居
を
移
し 

住
せ
し
砌
ゆ
へ
店
鋪
を
出
し
な
る
も
の
も
願
ひ
立
て
双
木
の
間
を
住
居
^

耩
へ
そ
れ
を
家
^
な
せ
る
時
地
臾
な
ざ 

の
折
ふ
し
樹
根
をS

た
め
け
る
ゆ
へ
年
々
枯
朽
5

//
P
寬
'文
' の
頃
^

で
：は
枯
木
の
根
株

乙
、か

し

Z
に
^

み
有
し 

vj S

ふ
。
今
は
悉
く
町
並
の
地
^

な
う
.て
錐
ほ
ざ
の
.透
.間
も
見
え
ず
、S

R
し
へ
の
あ
々
さ
ま
爽
う
う
せ
け
み
。

,

- 

.

/ 

.

(

淺
草
寺
舊
跡
考
‘
卷1

D

 

又「

色

音

論

：1に
は
；寬.永

の

頃

の

此

邊

，の
有
樣
を
描
：ぃ
て
偈
る

'が
.ま
だ
.双
木
の
景
：色

の

み

る

V

 

§
4

.
の
：が

あ
o
.た
*

で

■あ

る

0

兎
も
角
も
觀
音
の
.周
圓
の
地
に
參
々
著
し
く
町
屋
が
拓
.け
て
行
0

忆
乙
ど
は
疑
な
い 

> 

其
等
の
町
屋
の
ぅ
ち 

寺
領
內
の
も
の
は
門
前
町
屋
S

呼
ば
れ
る
。

天
正
十
八
年
家
康
の
入
府
ビ
同
時
に
大
體
淺
草
寺
の
從
來
の
寺
領
は
其
儘
承
認
を
受
け
た
•か
、
改
め
て
慶
長
十
八 

年
^

正
式
^
御
黑
印
狀
が
下
附
^

れ
淺
草
寺
衡
五
百
石
は
德
川
時
代
を
通
じ
て
保
た
れ
た
。
江
戶
時
代
の
淺
草
寺
領 

は
昔
時
に
此
し
て
著
し
く
狹
少
に
な
つ
た
が
、
寺
を
.中
心V
J

し
て
發
展
し
た
町
屋
は
、
其
の
四
圆
か
ら
殆
ざ
全
く
田 

畑

地

.?
:
驅
逐
し
て
了
つ
た
。

「

淺
草
寺
領
之
儀
者

町
屋
不
殘
門
前
町
家
與
稱
候」

<£
明
和
五
年
の
書
上
に
あ
る
、
門
前
町
家
名
を
左
^

示
3

ぅ

。

其
等
の
名
稱
地
域
は
現
時
の
も
の
ど
殆
ざ
同
樣
で
あ
る
が
、
.地
域
の
變
動
し
介
も
の
幾
分
あ
る
之
ビ
は
云
ふ
迄
も
な 

%
0

(

上
略)

淺
草
寺
領
之
儀
者
武
州
豐
島
郡
之
內
千
束
村
—
而
御
座
候
、
右
ノ
內
'ニ

ー

門

前

町

家

：

,

.

茶
屋
町
、
並
木
町
、
，駒
形
町
、
減
訪
町
、
三
間
町
、
西
伸
町
、
田
原
町 

一、
一一、

H

丁
目
、
來
伸
町
、
材
木
町
、
 

花
川
戶
町
ノ 

.山
之
宿
町
、
聖
.天
.町
、
同
橫
町
、
同
瓦
町
、
田

町

1

、
• 
ニ 
丁
目
、.
淺

草

町

!

.

.

独
古
駒
形
町
續！ 1

有
之
候
處
御
用
地
差
上
、
爲
御
替
地
、
淺
草
三
谷
町
之
，末
二
而
相
渡
_
候 

右
町
.々

往
古
彳
畑
地
：1
1种
只
今
ニ
致
、
上
畑
下
畑
所

 々

>
1應
し
畑
年
貢
地
頭
に
相
納
云
々

(

寬
政
兰
亥
年
十
月
七
日
書
上〕

俞
^

注
意
し
て
置
い
た
が
、
町
屋
地
ょ
^
.の
租
を
地
子
ど
せ
ず
畑
年
貢
ど
呼
ん
で
ゐ
る
。

： 

元
祿
六
年
總
坪
數
改
帳
に
ょ
る
：、/

」

門
前
町
屋
敷
は
間
ロ
四
千
五
百
五
十
|
間
四
尺
で
坪
敷
八
萬
四
千
七
15
五
十
三

策
ニ
屮s

卷

.
C
1

三
〇
九〕

江
戸
時
代
淺
草
寺
門'前
町
の
地
_

の
變
.遴
. 

第
八
號
.

一
四
：七



第
：ニ
十
四.卷

a

l

r〇)

江
戶
時
代
淺
草
寺̂1
前
町
の
她
憤
の
變
遷
 

第

八

號

一

四

八

坪
九
合
、.即
ち
二
十
八
町
一

4

反
五
畝
三
步
九
厘
あ
る。
.此
町
屋
に
居
る
家
持
七
百
五
十

一

人
^
計
算
さ
れ
た
。
淺
草 

寺
®
の
田
畑
町
屋
ょ
令
の
收
納
は
次
の
如
く
で
あ
る
'。

田

三

十

三

町
九
段
一
畝
十
四
步 

三

胃

ー

ー

ナ

ー

宕

佘
：

.

畑

--
五
町U

段

屮

八

步

パ
I

: 

S

十
五
石
余
".
'

町
屋
敷
； 

，
.
1
1

百
三
十
七
石
佘
：

.

文
政
燦
社
書
上
に
ょ
れ
ば
、
文
政
頃
.の
町
屋
敷
の
廣
3

は

、
間

ロ

四

千

八

百1
|
1十
八
間
餘
^

あ
6

增
加
€
示
し
て 

ゐ
る
。
其
の
：時
の
町
屋
名
中
前
記
^

漏

れ

た

も

の

を

錄

す

；る

ビ
、
：

.. 

.

北
馬
道
町
、
南
馬
道
町
、

：

南
馬
道
町
薪
町、
' 醫
玉
.院
門
前
、
；：齋
頭
門
前
、
：

_
:常
音
門
前
，
番
屋
鋪
、
割
殘
屋
敷
都 

‘

合

ニ

十

四

箇

所.

ビ
あ
る
。#

領
年
貢
地
.の
町
の
地
積
を
示
す
^
次
の
如
く
で
あ
る
。
；

三
間
町 

'反

别

.

へ

11:.町

六
段
.：四
畝
ニ
十
九
步

I

合

九

勺

'
.

•
/
.駒
形
町
. 

.一

町

一

步

西
伸
町 

：
.
一
町
四
段
九
献
十
五
步 

東
^
町
.

反
別
ナ
キ
地
坪
五
五
ー
ー
三
坪
五
勺

.

.並

木

町

：
.
反

別

'

九
段
西
畝
.

1
1

十

步

：

-

.

:

.

"
茶
蜃
町 

.

三
段
三
畝
十
步 

,
:

材

木

町

:

反
町
店
屋
敷
：

::
九
段
七
畝
1:
十
步
六
合
，八
勺
，
へ
'.
.

ヴ
ズ
：

：.
.：

由

方

:-
し 

四
町
四
段
四
畝
二
十一

步 

:

畑
方 

ニ段七畝十七步，

. 

.

右
分
淺
草
寺
裏
門
千
束
幷
飛
地
外
千
束
之
內
有
レ
之 

花川戶町町居屋敷三町二段十八步七六八 

山
之
宿
町
反
町
：

■1

町
七
段
三
畝
十
七
步
.

金

龍

山

下

瓦

町

反

別

‘：
‘

八
段
六
畝
ナ
三
步
佘 

'山
川
町
へ

 

ー
段
三
畝
十
ー
ー

'
:步

佘

：

.
，

〔

聖
天
町
附
橫
町

.
，

.
三
町
一
段
五
献1.1

十
六
*

山
#

淺

草

町

.

. 

一
町
ニ
段
四
畝
=:
步
佘
.
:
:

i
 

ぐ 

C

文
政
寺
社
書
土
淺
草
#〕

,
右
諸
町
：の
町
屋
起
立
年
月
の
.明
確
な
る
も
の
は
1

ニ
に
過
ぎ
な
い
。
田
町
の
一
部
、
南
馬
道
町
新
町
、
茶
屋
町
等 

が
夫
れ
で
‘知
る
°

槪
し〈

て
江
戶
時
代
忆
著
し
く
發
展
し
.た
も
の
？
み
ら
れ
る
。

.

•

.

.三
'

. 

. 

■ 

-

:

ん

-■

,
是

等

：の
'
町

屋

の
，っ
ち
繁
榮
し
た
町
：々

は
.云
'ぶ
迄
も
.な
く
、
駒
.形
ょ
セ
觀
音
^

向
り
た
IE
®

の
通
力
、
‘廣
小
路
一
帶 

で
あ
.る
。
茶

屋

町

、
.
並

木
町
、.

帅

町

.の

邊4
が
淺
草
寺
界
隈
^
於
け
る
一
等
地
で
あ
る.事
今
H:
蜇
門
爾
近
k
於
け
る 

S
略

同

樣

，で

あ

る

。

.
境
內
R

最
も
近
接
し
た
南
北
馬
道
•
殊
^
.、
仲
店
^

接
し
れ
地
域
は
、ノ
寧
ろ
前
者
ょ
6

優
れ
た 

も
：.の
も
め
る
が
、
大
體
R

於
て
、
前
者
に
次
ぐ
、
.伸
見
世
の
繁
榮
は
其
他
の
：何
處
ょ
办
も
勝
っ
て
'ゐ
る
こ
ど
今
日
も 

猿
一一

十
，四

卷(

.一
三
.ニ

：

)

江
戸
時
代
淺
草
：寺
.門
前
町
の
地
憤
の
變
遷
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第
二
十
四
#'
, 

C I

三1

ニ)

江
戶
時
代：

淺
草
寺
門
前
■町
の
地
憤
の
變
遷' 

第
：八
號
:

!

五
〇 

又
.
.同

じ

で

あ

る
’
。

' 

ン
：.
：

>,
ド

.

.

花
川
月
、
山
の
宿

、
.

「

材
木
町
、
三
間
町
等
^
續
い
.
.て
、
田
.原
町
：
田
町
等
の
順
序
で
，あ
る
。g

訪
：町
、
瓦
町
、
M 

R

1

段
落
ち
て
、聖
天
町
、
同
橫
町
、
淺
草
町
等
が
次
に
位
す
：。
大
凡
右
の
如
く
で
あ
る
’か
細
か
^

觀
れ
ば
、
時
に
ょ 

6

又
特
別
の
場
所
柄
^

依
づ
て
、
多
少
の
.狂
a

は
あ
ら
ぅ
。
先
づ
江
戶
時
代
を
通
じ
て
殆
ざ
.大
差
な
か
つ
た
も
の
の 

樣
で
あ
る
。
元
祿
六
年
の
書
上
^

よ
れ
ば
、
此
等
の
町
々
の
繁
榮
：の
度
を
示
す
地
代
率
が
明
か
で
あ
る
。

小
間r
間
一1

十
間

:

諫
訪
町
.

聖

天

町

.
:

瓦
町

淺
草
町
家
：

田
.ni
l

.

外
町
ダ
家 

、
野

田

畑

地

は

ー

反

^

付

い

て

，
 

上

：

' 

百

十

文

代
 

中

八

十

五

文

代
 

下

七

十

五

文

代
 

>
い

ふ

こ

ど

に

な

つ

て

，

Q

る

。 

田

畑

年

貢

米

は

、
.
一
反k

付

へ
七
匁
五
分

三
匁

七

叙

五

分

，
 

永
三
百
文
代 

永
六
百
文
.代 

.永
七
百
文
代

:

中

田

四

升

代

四

ッ

五

分
 

下

田

.

三升五合三ッ五分

..

へ
， 

•ナ
ラ
シ
四
ッ
三
分
ニ
.當
ル 

;

右
k

示
じ
た
ど
i

ろ
は
大
體
觀
音
を
中
心v

j

し
た
地
理
的
條
件
が
決
定
し
た
繁
榮
で
あ
る
ど
考
ベ
て
差
支
な
い
。
 

是
等
が
江
戶
時
代
を
通
じ
て
如
何
な
る
消
長
の
跡
を
.迎
0

た
か
を
知
る
の
に
は
、
勿
論
種
々
な
手
段
方
法
に
よ
る
乙 

ビ
が
可
能
で
あ
る
が
、
地
價
の
變
遷
に
よ
る
M

s
も
又
其
一
方
法
T2
る
?:
失
は
な
い
。
可
成
合
理
的
で
あ
う
且
容
易 

で
あ
ら
う
。
然
し
乍
ら
淺
草
全
體
^

苴
つ
：て
の
地
價
.の
變
動
?:
示
す
記
錄
は
t

た
見
當
ら
な
い
o

今
日
求
.め
得
る
®
 

料
は
*

狹
少
な
範
圍
k

限
ら
れ
て
ゐ
る
の
ば
止
む
.を
#

な

s

。.
夫
れ
も
權
草
寺
門
前
町
家
の
全
部
で
な
く
、
其

の一 

部
分
に
過
ぎ
夺
い
。
其
の
土
地
價
格
の
變
邀
を
述
ぶ
る
乙
ミ
は
淺
草
の
土
地
の
消
長
盛
衰
を
述
ぶ
る
な
る
。
 

此
稿
で
は
寺
領
門
前
町
屋
鋪
地
.の
賣
買
記
錄
K

よ
つ
て
之
を
調
ベ
んV

J

試
み
た
。
此
資
料
は
淺
草
寺
飯
內
を
支
配
管 

理
し
た
代
官
の
記
錄
で
あ
る
。
水
帳
ビ
い
ふ
も
の
.k
外
な
ら
ぬ
.。
土
地
賣
買
讓
渡
等
の
所
有
權
の
變
動
を
登
錄
す
る 

土
地
臺
帳
^

當
る
此
の
水
帳
は
、
幸
に
淺
草
寺
.̂
藏
5

れ
て
ゐ
る
。

'■

地
價
の
變
動
の
甚
く
^

^
ろ
は
各
種
各
樣
の
事
情
^

あ
る
、
.其

等

の一

ニ
を
考
へV

み

や

う

。
.
：

 

* 

大
體
に
於
て
土
地
.の
.發
展
繁
榮
、」

退
步
衰
微
等
は
よ
つ
.て
上
下
左
右
す
石
も
の
.で
あ
る
S

€.
は
#

‘へ
な
い
。
，其
他 

尙
樣
ゲ
.な
關
係
が
fo
:
-ら
う
。
一
例
へ
ば
土
地
賣
買
所
有
に
關
す
る
法
令
の
變
革
、
：.
土
地
所
有
觀
念
の
變
遷
、
貨
幣
偾
値 

め
.■變

動
、
：世
間
の
*

氣
不
景
氣
、
.
天
災
事
變
の
影
響
等
を
始
め
、
賣
買
^

れ
る
土
地
の
地
理
的
環
境
の
：好
惡
、
ま
た

笫
ご
十
四
卷(一

三I 

§
 .

江
戶
時
代
淺
草
■寺
行
前
町
の
地
ー
俱
の

^
遷
. 

第

八
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§
1:

十
I

'■
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-
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注
.戸
時
：代.淺
萆
萍
門
前
财
の
*
憤
：
の
：變
遷

 

客
、
號

.

—*
€」

希
望
者
の
：職
業
上
：の

機

、.

v

建

篇

有

者

觀

誉

同
：プ
f

や
.否
や
、

.

1

他
.

I

件
$

つ
I

價
はg

I

I

は

離

な

：
s

 

o.

然

む

乍

爾

_

計

算

装

ひ

r

可
及
的
に
特
殊
の
異
れ
る
條
件
事
情
を
除
去
し
.て
.同

，
一
.
條

件

の

下
 

に

置
S

I

I

S

5
地

方

同'
l

i蔡

け

I

價

は

略

相

等

し
I

の

が

あ

ら

う

。
.
.
偶

々

著

し

さ

相

違

を
 

み
る
I

S

0

S
し
f

、
尙
其
地
偾
.

I
響

し
S

殊
事
情
奪
人
の
觀
察
か
ら
逸
脫
し
て
ゐ
る
場
合
が
あ 

ふ
こ
ミ
を
思
へ
ば
'
,
.
'
.
;

徹
底
的
^

詳
密
な
數
値
を
以
.て
表
は
す
己
ど
が
出
來
な
か
冗
心
て
务
("
大
凡
4
;地

域

の

：
標-|
§

價
 

を
求
J

I

が
出
來
.や
.

T
V。： .

斯
ぐ
：.て
.其
の
；標
準
地
價
S

S

ょ
つ
S

貴
が
當
該
地
方
.の
；繁
榮
進
展
を
意
浓
し
、
 

下
落
は
其
の
反
對
を
推
想
せ3
め
る
i

f
が
出
來
る
^
思

：ふ

。
.
：

..
-

.

.':
觀
音
y

內
を
#-
、セ

砮

淺

草

寺

領

内

門

前

町

屋
.の
，發
展
を
說
ぐ
$

」

は
、
觀
音
信
仰
^

即
ち

境
內を中 

、ん

已

て

生

み

出

衰

た

：、
特
殊
の
場
裡
の
，1

日
$

相
»

應

卷

，た
方
が
.上

ク

適

切

で

あ

る

ま

た

門

前
X

屋
の 

發
展
が
全
く
境
.內
の
景
況
^

從
屬
的
で
ば
か
.

CV
あ
，6
得
な
か
つ
，.た
ど
い
.
.ふ
事
か
ら
し
て
、
：f.

類
切
-

CS

離
し
て
別
.V

 
€ 

眺
め
る
I

も
必
要
で
あ
ら
々
。
_故
に
境
內
の
發
展
k

就
s

て
は
別
に
述
べ
た
事
I

奋
か 

關
係
を
並
行
的
k

敍
述
す

る
z W

を
し
な
.
s 

o主

ビし
て
：其
等
の
關
係
を
.多

分
に
反
映
し
秦
ら
う

ビ
こ
ろ
の
.客
觀 

資
料
た
る
土
地
賣
貝
债
格
の
數
字
I

つ
.
S

ら
れ
S

闕
榮
衰
を
眺
め
て
ゆ
か
う
i

ム
。
便
宜
上
5

の
關
茶 

を
前
敍
す
る
な
ら
境
内
の
繁
榮
V
Jpg
前
町
崖
の
夫
れ
ど
は
相
雁
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
逆
つ
て
、
上
記
の
目
的n

 

2 

め
地
價
の
變
動
を
左
右
す
る
諸
事
情
の
う
ち
境
內
門
前
方
而
£
の
箇
別
的
關
係
の
0
0
に

管

ば

な

い

。

本
稿
'
^
資
料 

<
し

て

依

據

し

た

：
水

；帳

は

‘淺
草
寺
の
兩
代
官
、
菊
池
氏
本
間
氏
の
役
所
^

於
t

記
錄
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。
此
水
帳
は

次' の
數
町
R

限
P
て
存
す
る
：の
み
で
あ
P
、，

寺
領
全
體
R

及
ん
で
ぬ
な
い
。

花
川
戶
町' 

ぐ

.

菊
池
代
官
役
所
管
轄.

田
原
町1
T
B

:

仝

.

,' :u

丁

目

仝

,

.

.
;

三 

丁

目
_全

、

:
田

町

厶丁
目

：
：

仝

：

一
ニ
'丁

目

.仝

一：
：
南
馬
道
町.

•
■■
:
仝
' ベ

南
馬
道
财
新
町..
仝

.
。
 

, 

*
馬
遣
町
附
醫
玉
院
門
前
本
間
役
所
管

/
. 

. 

.
V
:
:

.

右
の
内
、
南
馬
道
町
新
町
は
淺
草
寺
直
所
有
地
で
あ

.る
か
ら
土.地
の
賣
買
は
行
は
れ
な
が
つ
气
：

從
：，

つ
，.て
そ
れ
：は 

建
物
.の
賣
買
登
錄
簿
で
あ
ジ
た
？.；

,
‘.
：

 

：
、■

町
々
の
地
位
を
今
日(

震
災
地
區
劃
整
理
前
の
狀
況
時)

v
j

比
較
す
る
^

、
馬
道
町
が
最
も
變
化
著
し
く
、
名
稱
上 

R
も
相
違
が
あ
る
。.
.花
川
戶
町
、'
田
原
町
、.
田
町
等
に
至
つV

,

は
、_
些
：小
の
變
動
の
外
地
位
に
於
て
、
形
狀
R

於
て
. 

大

な

る

變

遷

を

認

め

な

い

。
.
.
；

V
. 

V
.
.
.
- 

V 

斯
<

«
ヶ
町
.纪
過
ぎ
ぬ
資
料
を
以
て
淺
草
の
地
價

.を
述

ぺ

檨

ミ

い

ふ

，
の

.は
無
理
：で
あ
：る
：や
.ぅ
^

码
へ
る
：か
も
知
れ 

2
。

然
し
乍
ら
爾
佘
の
町
.々

の
«.
買

記

錄

を

悉

く

集

め

得

た<£
:
し

て

も

、
尙
ほ
同
一
の
锫

果

を

掰

す

べ
さ

性
質
の
.も 

の
：で
あ
る
.
S
M

ふ

；0
幸
な
こ
ヒ
に
、
.是
等
の
町
々
は
淺
草
寺
領
^

於
け
名
各
樞
要
地
^

位
し
-0
:居
る
之
ビ
、
て
其
等 
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寺
門
前
町
-の
地
價
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變

遷

tj
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v
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ー
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:
3

は
代
表
的
調®
資
料
せ
し
て
特̂
役
立
づ
ミ
？
で
あ
る
。
雷
門
正
而
最
も
繁
華
な
地
域
茶
崖
町
近
邊
の
夫
れ
を
官

^

.ぬ

き

は

#

麝

で

营

。

田
原
町
，は
領
內
の
W

南
口
を
扼
す
る
し
、
田
町
は
北
邊
を
擁
し
、
花
川
戶
町
.は

千

住

霞

への
.！

：

臨
む
等
其 

の
適
例V

し
て
，擧
ぐ
る
k

好
都
合
I

を
み
る
、
南
北
馬
道
町
は
境
內
地
，
^
あ
る
町
屋
の
狀
態
£

s

て
知
る
、、へ
さ 

好
材
料
た
る
を
失
は
ず
、
殘
存
資
料
の
如
何
K

も
惠
爻
れ
た
己
ど
を
想
ふ
。

■
四

.

水
帳
の
含
むI

貴
記
錄
の
年
代
は
萬
治
年
間
か
ら
明
治
ニ
年
に
及
ん
.で
ゐ
る
.。
然
し
此
帳
簿
の
.̂4

T

か
筠
洽
年
遺 

に
開
始
8

た
.

1
考
へ
ら
れg

:
。

現
存
帳
簿
の
作
成
、
記
入
開
始
期
は
、
其
の
內
容
t

判
じ
、
天
明
i

寬
政 

の
間
に
あ
る
も
の
ビ
推
せ
ら
れ
る
。
此
時
_

前
後
^

、
前
々
ょ
ぅ
の
記
錄
を
紛
失
せ
る
た
め
^

、
新
た
^
書
き
直
し 

た7
P

の
ら
；し5

。

夫
れ
は
、
各
地
の
蒸
狀
を
參
照
し
て
記
3

れ

定

？

あ
ら
ぅ
が
、
共
の
失
は
れ
た
も
の
ょ
、
 

to
際
¥

く
ょ
*

費̂
買
の
行
は
れ
し
^

^
あ
る
土
地
ど
雖
も
水
帳
^

は
漏
れ
て
ゐ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
 

參
考
の
た
め
其
の
形
式
を
次
に
揭
げ
ょ
ぅ
。

門
前
町
水
帳
：
花
川
戶
町
分 

北
側
西
角
.
リ.

マ
、
表
田
舍
間
十
間
.

.

無
役
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日
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退
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(

安
政
六
年
八
乃
十
四
日
迄
七
人
代
を
經
る)

■ 

家持勘
藏
 

北
侧
：西
角
ょ
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i

一

軒

目
'
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1、

表
田
舍
間
八
間

裏
行
四
間
半
一
軒
役
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'

日
本
橋
萬
町
家
持
.

地

主
' 

勘
次
郞
印 

此

坪

數

三

十

六

坪
. 

：象
守
新
八
郞
印 

一、
裏
地
七
百
六
十
三
坪
一
軒
役
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右

地
而
天
明
四
辰
年

二

月

十

七

く

代

大

助

方
,

代
金
三
百
五
十
雨
に
買
請
,
 

—

■
:

右
家
屋
敷
是
迄
勘
次
郞
所
持
之
處
病
死
•二
付
文
政
三
辰
年
十
ー
月
十
ル
日
同
人
實
子
半
兵
衛
ニ
讓
請

.

萬
町
家
持

地

主

半

兵

衛
@
 

辰
三
十
五
才
：
 

,

家
•守

新

，
八

右
家
屋
敷
是
迄
半
兵
衛
所
持
之
處
天
保
五
午
年
十
一
一
月
十
五
日
代
金
千
兩1

買
請

* 

•

-.
淺

草

御

藏

前

中

町

家

持

.

/
地

主

：、
七

郞

典

術

€

右
家
屋
舖
是
迄
七
郞
兵
衛
所
持
之
處
明
治
ー
一
巳
年
二
月
二
十
六
日
代
金
千
爾
“1

梅
吉
方
江
買
請
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.已
三
十
六
才

家

恃

靑

\

ノ
次
l

l

l

l

i

籠

f

つ
て
I

s

1

般
I

 
一I

つs
v

i

記

し
て
み
る 

、

.....

1

、
表
間
ロ
1

畏
行
？
の

割

合

. 

，

.

」

ニ
、
而
積
め
大
小「

,

.

-
■ 

:

'

v:

,

..へ

.

.y

三
、
角
地
面
ど
地
位
の
便
否

四
、
其
の
他
，
 

'

.

而
I

同

I

で

然

歲

行

産

常

の

用

途
k

充
分
な
彦
二
つ
の
土
地
は
間
口
S

い
方
k

利
I

く
、
興
行
の
栗 

"

”
び

0

同
。
“

f

 

f

 
土
地
i

て

間

歲

パ

i

l

ぁ
る
。
？

I

馨

の

|

れ 

ら
！̂

营

影

響

f

、

一
 

蒙

地

i

f

割

昼

ぃ

I

I

の

層

—

て
费
安
^
な
.る
：

夫
れ
.に
反
し
手
頃
な
地
«

の
も
の
は
競
爭
^

ょ
0

て
高
廣
を
於
ぶ
0

「

角

地

面

が

普

通

地

よ
6

利

用

を

認

め

ら

れ

な

か

つ

，た

時

代

も

あ

，つ

た

が

乙

れ

ば

變

則

で

あ

る

。

角

屋

敷

は

一

般

に 

價

値

多
さ
も
の
ど
考
へ

.ら
れ
て
ゐ
た
。
典

の

平
*

ヒ
の
割
合
も
後
k

述

ぶ

る

如

く

で

あ

る
。

‘ 

.

其
の
他
交
通
の
便
否
、
.通
行
人
の
多
少
：、
道
幅
の
廣
狹
、
等
々
尙
幾
多
を
數
ベ
得
ら
れ
よ
ぅ
。
以
下
に
於
て
は
前 

.
記
'の

諸

事

情

を

：考

慮

^

置
い
て
考
察
を
.爲
し
た
。
，
：

'
ハ

五
：

.
' 

.

へ

< 

' (
I

)

花
川
戶
町 

.

.花
川
戶
町
■の
位
置
也
、
今
の
吾
妻
橋
、
昔
の
大
川
橋
の
裾
か
ら
北
へ
延
び
た
‘

ろ
で
、
街
道
飭
を
挾
ん
だ
兩
侧 

.町
で
あ
る
。
淺
草
川
河
岸
寄
A

は
東
側W

呼
び
、
幅
は
南
、
#

の
側
で
約
九
間
、
北
方
で
十
間
、
.長
5

六
十
九
間
佘 

ど
横
町
を
挾
ん
で
幅
十
間
東
に
町
の
北
端
山
之
宿
町
€

境
す
る
ど
こ
ろ
，十
一
間
一
尺
五
‘寸
、
此
長

^
九
十
三
間
佘
が 

橫
は
つ
て
ゐ
'る
。
.裏
はg

岸
地
^

接
し
、
表
は
道
幅
六
七
間
も
あ
る

ビ思
は
れ
■る
陸
奧
街
道
を
隔
て
、
淺
草
寺
境
內 

に
接
し
.た
：寺
中
支
院
：

V
J

背
中
合
せ
^

な
つ
た
西
側
の
一
區
劃
^

相
對
峙
し
て
ゐ
る
。
此
の
區
劃
は
、
地
形
に
出
入
A
 

が
あ
办
氷
幄
だ
け
'で
は
地
積
を
明
瞭
に
す
る
.乙
ど
が
出
來
な
い
。
淺
草
寺
よ
6

北
邊
へ
行
く 
•者
は
觀
音
^
參
詣
し
て 

境
內
を
右
折
.し
て
馬
道
通
ぅ
を
日
本
堤
へ
出
る
者
も
あ
る
が
、
花
川
戶
道
べ
懸
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
•淺
草
寺
へ
の 

參
詣
者
は
何
れ
の
方
角
か
ら
未
來
す
る
^

し
て
％

佘
6

此
道
節
は
通
ら
な
い
？
街
.道
筋
が
も
^

拆
：し
て
®

pi
前
へ 

往
く
道
は
あ
る
が
些
し
て
問
題
^

な
ら
な
：い
0
'
_此
處
，の
通
行
者
は
、
延
寶
天
和
よ
$

元
祿
に
か
け
て
は
、
駒
形
に
船 

を
止
：め
.て
北
廓
へ
馬
な
.

籠̂
を
飛
ば
し
た
3|
:子
が
、：
旅
fi
r

#
、
其
の
他
.

I:

般
办
所
要
者
で
あ
づ
た
？
#

詣
.者
の
分
子 

は
比
較
的
少
s

g
は
：一.芦
ぷ
も
の
の
交
通
量
は
中
々
多
か
0;
た
0

::
v

v 

.
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江
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草
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